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正
二
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⑦
大
正
二
七
巻
、
六
四
〇
c
。
⑧
「
新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
丁
二
の
相
違
点
に
つ
い
て
」
(
印
仏
研
究
、
第
三
十
巻
第
二
号
)
⑨
大
正
二
九
巻
、
四
八
八
a
。
⑩
大
正
二
七
巻
、
五
五
一
c
。
⑪
「
発
智
・
大
毘
婆
沙
論
に
お
け
る
世
第
一
法
説
の
一
考
察
」
(仏
教
文
化
研
究
所
所
報
創
刊
号
、
ぺ
ー
ジ
八
b
)
。
⑫
大
正
二
七
巻
、
一
〇
b
。
⑬
大
正
二
七
巻
、
二
〇
c
。
中
論
の
研
究
d
v
e
s
a
ty
a
に
つ
い
て
前
川
重
綱
二
諦
(d
v
e
s
a
ty
a
)
に
よ
っ
て
、
諸
仏
は
法
を
説
か
れ
る
。
世
俗
諦
と
勝
義
諦
と
で
あ
る
。
(捲
骭
四
章
)
d
v
e
sa
ty
e
sa
m
u
p
�
sr
ity
a
b
u
d
d
h
�
n
�
m
d
h
a
r
m
a
-d
e
sa
n
�
.
lo
k
a
-s
a
m
v
r
iti-s
a
ty
a
m
c
a
sa
ty
a
m
c
a
p
a
r
a
m
�r
th
ata
h
.
(
2
4
-
1
8
)
仏
教
思
想
史
上
、
不
滅
の
光
彩
に
輝
く
龍
樹
は
二
諦
、
す
な
わ
ち
世
俗
諦
(
sa
m
v
riti-sa
ty
a
)
と
勝
義
諦
{
p
a
ra
m
�
rth
a
-sa
ty
a
)
と
に
よ
っ
て
無
明
に
蔽
わ
れ
た
衆
生
の
た
め
に
諸
仏
の
説
法
が
な
さ
れ
た
と
言
う
。
い
わ
ゆ
る
真
俗
二
諦
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
仏
教
の
重
要
な
教
義
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
真
俗
二
諦
説
と
は
、
通
常
、
勝
義
諦
は
釈
尊
の
第
一
義
な
教
説
で
あ
り
、
世
俗
諦
は
衆
生
の
機
根
や
環
境
な
ど
に
応
じ
て
説
か
れ
た
方
便
説
で
あ
る
と
言
う
教
法
の
形
式
、
つ
ま
り
説
法
教
化
の
方
法
論
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
第
一
義
的
な
教
説
と
は
何
か
。
龍
樹
は
、
大
乗
仏
教
の
先
駆
を
な
す
般
若
経
が
説
く
超
論
理
の
二
諦
説
を
ど
の
よ
う
に
論
理
の
世
界
に
投
影
し
た
の
か
。
今
、
そ
の
回
答
を
提
示
す
る
に
先
だ
ち
、
中
論
頌
の
一
偈
を
掲
げ
よ
う
。
そ
れ
は
二
諦
説
の
最
も
根
源
的
な
も
の
に
迫
る
捷
径
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
大
聖
の
法
を
説
こ
う
と
す
る
心
は
翻
っ
た
。
こ
の
法
が
鈍
根
者
(
m
a
n
d
a
)
に
理
解
さ
れ
難
い
と
思
わ
れ
て
。
(彎
黏
章
)
龍
樹
は
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
こ
と
を
R
a
tn
�
v
a
li
に
お
い
て
も
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
釈
尊
正
覚
の
深
密
意
(
s
a
m
d
h
i)
に
寄
せ
る
彼
の
関
心
の
深
さ
と
二
諦
説
に
対
す
る
根
本
的
立
場
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
牟
尼
は
正
覚
を
得
た
あ
と
、
こ
の
法
は
極
め
て
深
遠
で
あ
る
た
め
に
人
び
と
に
は
0
理
解
し
難
い
と
考
え
、
初
め
は
法
を
説
く
こ
と
を
や
め
ら
れ
た
。
②
こ
の
両
偈
が
説
く
「
そ
れ
故
に
」
と
は
「
甚
深
微
妙
な
る
が
故
に
」
と
言
う
意
味
で
あ
る
が
、
両
偈
と
も
釈
尊
の
初
転
法
輪
に
対
す
る
躊
躇
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
仏
伝
中
、
南
北
両
伝
と
も
に
等
し
い
梵
天
勧
請
に
先
だ
つ
一
節
を
叙
述
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
経
は
説
③
く
、
「
我
所
得
法
。
甚
深
難
レ
解
。
唯
仏
与
レ仏
。
乃
能
知
レ
之
」
と
。
従
っ
て
、
こ
の
法
は
人
間
の
④
思
惟
や
言
葉
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
法
を
説
い
て
も
、
わ
が
説
法
は
無
益
で
あ
り
、
徒
労
0
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
法
を
説
く
こ
と
な
く
沈
黙
(
t�
sn
im
b
h
�
v
a
)
の
う
ち
に
死
ん
で
い
⑥
こ
う
、
と
決
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
経
は
釈
尊
の
こ
の
悲
痛
な
心
境
を
「我
寧
黙
然
。
入
二
般
涅
槃
こ
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
梵
天
の
両
三
度
に
わ
た
る
懇
請
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
釈
尊
の
こ
の
説
法
の
躊
躇
と
沈
黙
と
に
象
微
さ
れ
る
甚
深
微
妙
に
し
て
、
人
間
の
不
完
全
な
言
葉
や
論
理
で
は
説
き
得
な
い
法
、
つ
ま
り
釈
尊
の
悟
ら
れ
た
真
理
(
s
a
ty
a
)
0
そ
の
も
の
で
あ
る
。
経
は
説
く
、
「
諸
仏
の
菩
提
は
字
も
な
く
、
説
も
な
し
」
と
。
ま
た
「
寂
慧
よ
、
如
来
は
無
上
正
等
覚
を
悟
り
し
夜
よ
り
涅
槃
す
る
夜
に
至
る
ま
で
、
そ
の
間
に
一
字
も
説
か
ず
、
宣
⑧
説
せ
ず
、
ま
た
宣
説
せ
ざ
る
べ
し
」
と
。
ま
さ
に
、
出
世
間
無
分
別
智
の
世
界
は
、
空
の
世
界
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
い
み
じ
く
も
龍
樹
は
、
こ
の
不
可
言
説
(
a
v
a
c
y
a
)
、
不
可
思
議
(碧
団三
巻
)
な
る
真
実
と
沈
黙
と
の
意
義
の
重
味
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
他
に
縁
る
こ
と
な
く
、
寂
静
で
あ
り
、
戯
論
(
p
r
a
p
a
n
c
a
)
に
よ
っ
て
戯
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
分
別
(
v
ik
a
lp
a
)
を
離
れ
て
多
義
を
超
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
真
実
の
相
で
あ
る
。
(鯔
計
伽
章
)
戯
論
(
p
r
a
p
a
n
c
a
)
を
超
え
て
不
滅
な
る
ブ
ッ
ダ
を
戯
論
す
る
者
は
、
す
べ
て
戯
論
に
害
さ
れ
て
、
如
来
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
(鞋
誰
章
)
一
切
の
認
識
(
sa
rv
a
-u
p
ala
m
び
訂
)
が
寂
滅
と
な
り
、
戯
論
(
崗
巷
巴
8
)
が
寂
滅
な
る
こ
と
、
こ
れ
が
吉
祥
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
、
ど
こ
に
お
い
て
も
、
誰
に
も
、
な
ん
の
法
を
も
説
か
れ
た
こ
と
は
な
い
。
(鰈
二
蛙
鱆
)
も
ち
ろ
ん
、
O
き
痔
欝
団旨
は
こ
の
龍
樹
の
思
想
を
継
承
し
、
「
勝
義
と
は
、
実
に
諸
聖
者
に
と
　
っ
て
黙
然
た
る
こ
と
で
あ
る
」
(
p
a
r
a
m
�
r
th
a
h
y
�
ry
�
n
�
m
t�
sn
im
b
h
�
v
a
h
.)
と
釈
し
、
「
勝
義
諦
と
は
何
か
。
認
識
の
活
動
さ
え
も
な
い
と
こ
ろ
(
y
a
tr
a
jn
�
n
a
sy
�
p
y
a
p
a
ra
c
a
ra
h
,)
そ
こ
　
に
、
な
ぜ
諸
文
字
の
論
議
が
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
勝
義
、
す
な
わ
ち
究
極
的
真
5
実
で
あ
る
涅
槃
(
n
ir
v
a
n
a
)
は
言
葉
を
超
え
た
沈
黙
の
世
界
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。
従
っ
て
、
前
述
の
初
転
法
輪
に
対
す
る
躊
躇
や
沈
黙
、
あ
る
い
は
「
世
界
は
常
な
り
や
」
な
ど
と
言
う
質
問
に
対
⑪
す
る
無
記
(
a
v
y
�
k
rta
-v
a
st�
n
i)
は
、
釈
尊
の
成
覚
内
容
で
あ
る
真
実
の
勝
義
諦
は
経
験
的
な
世
俗
を
超
え
た
不
可
言
説
、
不
可
得
空
で
あ
る
と
言
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
釈
尊
自
ら
が
言
葉
の
無
自
性
空
(n
ih
sv
ab
h
�
v
atv
a
-s�
n
y
a
t�
)
を
熟
知
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
た
⑫
だ
単
に
言
葉
の
否
定
の
み
な
ら
ず
、
「
所
匕
言呈
切
法
者
。
即
非
一二
切
法
一是
故
名
二
一
切
法
こ
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
な
絶
対
的
否
定
(
p
ra
s
a
jy
a
-p
ra
tis
e
d
h
a
)
S
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
事
に
洞
察
し
、
非
有
非
無
の
中
観
思
想
を
確
立
し
た
の
が
龍
樹
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
諦
の
区
別
を
知
ら
な
い
者
は
、
仏
説
に
お
け
る
真
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
(難
骭
四
章
)
世
俗
(
v
y
a
v
a
h
�
ra
)
に
よ
ら
な
け
れ
ぽ
、
第
一
義
は
説
示
で
き
な
い
。
第
一
義
に
達
し
な
け
れ
ば
、
涅
槃
に
至
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
(聯
仁
僻
四
章
)
こ
の
両
偈
は
世
俗
諦
と
勝
義
諦
、
そ
れ
に
涅
槃
と
の
関
係
を
立
言
す
る
命
題
で
あ
る
が
、
世
俗
(v
y
a
v
a
h
�
ra
)
と
は
言
説
、
言
葉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
O
碧
山
鑓
町
葺
な
ど
に
よ
れ
ば
、
s
a
m
v
r
iti
や
p
ra
jn
a
p
ti
と
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
世
俗
(
sa
m
v
riti)
は
IjIII
,,,,
(v
y
a
v
a
h
�
ra
)
で
　
　
あ
る
」
と
か
「
仮
名
(
p
ra
jn
a
p
ti)
は
Ij11I
,,,
(
sa
rn
v
riti)
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
も
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
た
、
月
称
の
「能
ljilI
(
ab
h
id
h
�n
a
)
と
所
言
(
a
b
h
id
h
e
y
a
)
、
能
知
(
　n
a
n
a
)
と
所
知
(甘
Φ
巻
)
な
ど
の
一
切
S
v
y
a
v
a
h
�
ra
(
言
説
)
は
、
世
間
世
俗
諦
　
(
lo
k
a
-sa
m
v
riti-sa
ty
a
)
と
い
わ
れ
る
」
と
言
う
用
語
例
に
よ
っ
て
で
も
肯
定
さ
れ
よ
う
。
前
述
の
と
お
り
、
言
葉
を
世
俗
諦
と
し
、
沈
黙
を
勝
義
諦
と
す
る
の
は
、
二
諦
説
の
最
も
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
二
諦
説
が
教
法
の
形
式
に
関
す
る
方
法
論
と
言
う
意
味
を
持
つ
の
は
、
む
し
ろ
二
諦
説
ヘ
へ
の
発
展
で
あ
っ
て
、
根
本
的
に
は
真
理
の
形
式
、
つ
ま
り
縁
起
即
空
の
道
理
に
意
味
さ
れ
る
真
実
と
ヘ
ヘ
へ
　
虚
妄
、
い
わ
ぽ
絶
待
的
真
理
と
現
象
的
真
理
に
関
す
る
学
説
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
龍
樹
は
そ
の
善
巧
方
便
説
を
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
。
諸
仏
に
よ
っ
て
、
我
(
理
m
a
n
)
あ
り
と
も
施
設
さ
れ
、
無
我
(
雪
彎
ヨ
§
)
で
あ
る
と
も
説
か
れ
た
。
ま
た
、
い
か
な
る
我
も
な
く
、
無
我
も
な
い
と
説
か
れ
た
。
(第
十
八
章
六
偈
)
j
3,は
真
実
(ta
th
y
a
)
で
あ
る
。
ま
た
、
真
実
で
は
な
い
。
ま
た
、
真
実
で
あ
り
真
実
で
な
い
。
ま
た
、
不
真
実
(
a
ta
th
y
a
)
で
も
な
く
真
実
で
も
な
い
。
こ
れ
が
諸
仏
の
教
え
で
あ
る
。
(鯔
骸
章
)
こ
の
両
偈
を
明
晰
に
論
断
す
る
の
は
、
次
の
一
節
で
あ
ろ
う
。
「
菩
薩
は
一
切
法
即
ち
是
れ
畢
竟
空
に
し
て
常
寂
滅
相
な
る
を
知
る
。
戯
論
無
く
名
字
無
し
。
衆
生
を
憐
愍
し
、
方
便
力
を
以
て
の
故
　
に
名
相
を
以
て
説
く
」
と
示
し
、
「
一
切
法
相
の
不
可
説
な
る
を
知
る
と
雖
も
、
し
か
も
衆
生
の
為
に
種
々
の
方
便
も
て
法
を
説
き
、
法
性
の
中
に
分
別
有
る
こ
と
無
く
一
相
無
相
な
る
こ
と
を
知
る
雖
も
、
し
か
も
衆
生
の
為
に
是
れ
善
是
れ
不
善
、
是
れ
は
行
ず
べ
く
是
れ
は
行
ず
べ
か
ら
ず
、
是
れ
は
取
り
是
れ
は
捨
て
、
是
れ
は
利
に
し
て
是
れ
は
失
な
り
な
ど
と
分
別
す
。
…
…
是
の
空
の
法
相
は
不
可
説
な
り
。
…
…
仏
は
大
慈
悲
心
を
以
て
衆
生
を
憐
愍
す
る
が
故
に
方
便
し
て
為
に
説
き
、
強
い
て
⑱
名
字
語
言
を
な
し
衆
生
を
し
て
解
を
得
し
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
、
論
旨
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
大
智
度
論
の
一
節
を
こ
の
よ
う
に
書
き
下
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
龍
樹
が
強
調
し
力
説
し
た
か
っ
た
の
は
、
釈
尊
の
慈
悲
と
智
慧
と
方
便
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
⑲
⑳
は
、
「
般
若
波
羅
蜜
是
諸
仏
母
」
と
か
「
方
便
即
是
智
慧
。
智
慧
淳
浄
故
変
名
二方
便
こ
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
も
、
さ
ら
に
よ
く
理
解
さ
れ
よ
う
。
お
よ
そ
縁
起
な
る
も
の
、
そ
れ
を
わ
れ
ら
は
空
(
s
�
n
y
a
t�
)
で
あ
る
と
説
く
。
そ
れ
は
、
ま
た
仮
名
で
あ
り
、
実
に
中
道
で
あ
る
。
(鰤
忙
叶
駟
章
)
こ
の
詩
頌
は
、
三
論
、
天
台
の
両
宗
が
三
是
偈
、
あ
る
い
は
三
諦
偈
と
称
し
て
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
第
三
.[a'
Q
u
p
a
d
�y
a
p
ra
jn
a
p
ti
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
は
こ
れ
を
仮
⑳
1
名
と
漢
訳
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
u
p
a
d
�
y
a
は
「
因
り
て
」
、
p
r
a
jn
a
p
ti
は
p
ra
-I-
　jn
�
(
知
る
)
の
催
起
相
(c
a
u
sa
tiv
e
)
か
ら
作
ら
れ
た
名
詞
で
あ
る
か
ら
、
字
義
ど
お
り
、
「
因
り
て
施
設
せ
ら
れ
た
こ
と
」
と
考
え
て
よ
い
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
車
は
車
輪
な
ど
の
車
の
諸
部
分
に
よ
っ
,
　
て
布
置
さ
れ
施
設
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
間
の
現
存
在
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
五
取
蘊
に
因
っ
て
(u
p
a
d
�
y
a
)
、
人
間
と
言
う
名
称
が
表
示
さ
れ
施
設
さ
れ
る
こ
と
を
言
う
縁
起
の
道
理
を
語
る
も
の
㊤
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
か
の
八
千
頌
般
若
経
に
お
け
る
「
く
甘
餌
の
音
の
譬
喩
」
の
よ
う
に
、
な
ん
ら
か
の
因
縁
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
名
称
が
仮
り
に
施
設
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
す
る
と
共
に
、
中
論
に
お
け
る
縁
起
無
自
性
空
説
の
無
自
性
、
お
よ
び
空
と
言
う
二
つ
の
哲
学
的
概
念
が
、
ま
さ
し
く
釈
尊
の
縁
起
説
か
ら
樹
立
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
縁
起
無
自
性
空
説
と
真
俗
二
諦
説
と
が
直
線
的
に
交
差
す
る
そ
の
接
点
に
お
い
て
、
こ
の
縁
起
説
は
、
す
べ
⑳
⑳
て
の
存
在
は
縁
起
な
る
が
故
に
無
自
性
、
無
自
性
な
る
が
故
に
空
と
し
て
展
開
さ
れ
る
論
理
的
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
'
阿
dTI
や
S
u
tta
-n
ip
�ta
を
源
流
と
す
る
真
俗
二
諦
説
の
二
諦
に
つ
い
て
、
龍
樹
は
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
反
省
を
深
め
た
の
か
。
ま
ず
、
p
ra
p
a
n
c
a
(
戯
論
)
に
対
す
る
月
称
の
注
釈
に
聞
い
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
言
葉
で
あ
り
、
言
説
が
も
ろ
も
ろ
の
義
を
詳
細
に
説
き
、
多
様
に
展
開
す
る
か
ら
で
⑳
あ
る
。
⑳
従
っ
て
、
龍
樹
が
p
ra
p
a
n
c
a
を
言
葉
の
虚
構
と
し
て
摧
破
し
た
の
は
、
説
一
切
有
部
を
始
め
と
す
る
有
自
性
論
者
が
言
葉
の
自
性
(s
v
a
b
h
�
v
a)
を
固
執
し
、
「
言
葉
の
形
而
上
学
」
に
埋
没
し
た
6
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
二
諦
は
、
む
し
ろ
相
即
す
る
と
言
う
中
道
的
立
場
が
龍
樹
の
中
観
哲
学
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
前
掲
の
第
二
十
四
章
第
八
偈
や
次
の
絶
唱
に
よ
っ
て
で
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。
空
性
の
成
立
す
る
人
に
は
、
す
べ
て
が
成
立
す
る
。
空
性
の
成
立
し
な
い
人
に
は
、
一
切
が
成
立
し
な
い
。
(顰
蹴
」
縁
起
と
空
と
を
破
る
汝
は
、
世
間
的
な
一
切
の
慣
習
を
破
る
の
で
あ
る
。
(雙
#
姻
楙
)
世
諦
と
第
一
義
諦
と
異
な
る
こ
と
な
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
世
諦
如
は
即
ち
是
れ
第
一
義
如
な
る
が
故
な
り
。
衆
生
は
是
の
如
き
如
を
知
ら
ず
見
ざ
る
が
故
に
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
世
諦
を
　_:
以
て
若
し
く
は
有
、
若
し
く
は
無
と
な
す
。
,,,
Q
R
a
tn
�
v
a
li
(
2
-
1
8
)
合
D
r
.
G
°
T
u
c
c
i
,
e
d
.,
T
h
e
R
a
tn
�
v
a
li
o
f
N
�
g
�
r
ju
n
a
,
B
u
d
d
h
is
t
S
a
n
s
k
r
i
t
T
e
x
t
,
N
o
.
1
0
,
p
.
3
0
2
>
(
以
下
、
R
a
t
n
�
v
a
l
i
と
略
称
)
む
む
む
む
②
「
我
今
已
得
二
此
無
上
法
司
甚
深
微
妙
難
レ
解
難
レ見
。
息
滅
。
清
浄
智
老
所
レ
知
。
非
=是
む
　
む
凡
愚
所
二能
及
也
一」
長
阿
含
経
巻
一
・
大
本
経
(
大
正
一
・
八
b
)
。
「
世
尊
知
三
是
法
甚
深
微
妙
相
非
二鈍
根
所
7
及
是
故
不
レ
欲
レ
説
」
鳩
摩
羅
什
訳
「
中
論
」
観
四
諦
品
第
十
三
偈
(
大
正
三
〇
・
iljllj
　
)
°
R
a
tn
�
v
a
lY
2
-
1
6
～
2
0
(ib
id
.,
p
.
30
2
)
③
過
去
現
在
因
果
経
巻
三
(
大
正
三
・
六
四
二
c
)
④
「
所
謂
超
コ
過
五
薀
入
二
第
一
義
叩
…
非
三
言
能
説
一
不
レ可
ご
聴
聞
二
方
広
大
荘
厳
経
巻
十
(
大
正
三
・
六
〇
三
a
)
⑤
「
若
以
二
此
法
一為
レ
人
演
説
。
彼
等
皆
悉
不
レ
能
二
了
知
鱒
唐
コ
損
其
夢
無
レ所
二
利
益
己
方
広
大
荘
厳
経
巻
十
(
大
正
三
・
六
〇
三
a
)
⑥
過
去
現
在
因
果
経
巻
lil
C
大
正
三
・
六
四
二
c
)
⑦
「
諸
仏
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
無
レ
字
無
レ
説
」
大
品
般
若
経
問
住
品
第
二
十
七
(
大
正
八
・
二
七
五
b
)
Q
T
h
e
L
a
n
k
�
v
a
t�
r
a
S
�
tra
p
°
1
4
3
,
1
,1
.
(
B
u
n
y
iu
N
a
n
jio
a
n
d
M
.
A
.,
D
.
L
itt,
巴
°゚
K
y
o
to
,
↑
　
5
6
)
⑨
L
.
d
e
la
V
a
ll�
P
o
u
s
sin
,
e
d
.,
P
ra
s
a
n
n
a
p
a
d
�
n
�
m
a
M
�
la
m
a
d
h
y
a
m
a
k
a
v
rtti
》
.
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,
ZZ.
7-
8
.
(
以
下
、
P
ra
sa
n
n
a
p
a
d
�
と
略
称
)
　
i
h
i
d
.
,
p
.
3
7
4
,
1
1
.
2
-
3
°
⑪
こ
の
無
記
に
つ
い
て
は
、
R
a
Yn
�
v
a
l
�
(
1
-
7
3
)
,
(
2
-
1
5
)
な
ど
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
⑫
金
剛
般
若
経
(
大
正
八
・
七
五
一
b
)
⑬
T
h
e
M
a
d
h
y
�
n
t
a
v
ib
h
�
g
a
t
3
k
�
p
°
1
2
4
,
Z
°
1
6
,
e
d
.
,
b
y
D
r
°
ω
.
Y
a
m
a
g
u
c
k
i
.
⑭
ib
id
.,
p
.
1
2
4
,
l
°
H
。
°
⑮
P
ra
s
a
n
n
a
p
a
d
�
p
°
49
3
,
Z.
6
°
⑯
安
井
広
済
博
士
著
「
中
観
思
想
の
研
究
」
四
十
三
頁
参
照
。
⑰
大
智
度
論
巻
九
〇
(
大
正
二
五
・
六
九
二
b
)
⑱
前
掲
書
巻
七
五
(
大
正
二
五
・
五
八
四
a
)
⑲
前
掲
書
巻
三
四
(
大
正
二
五
・
三
一
四
a
)
⑳
前
掲
書
巻
四
六
(
大
正
二
五
・
三
九
四
c
)
⑳
鳩
摩
羅
什
訳
「
中
論
」
第
二
十
四
章
第
十
八
偈
(
-1G
正
三
0
・
111111-0
　
ca
k
r
�
d
in
y
u
p
�
d
�
y
a
r
a
th
�n
g
�
n
i
r
a
th
a
h
p
ra
jn
a
p
y
a
te
.
(
P
r
a
sa
n
n
a
p
a
d
�
p
.
5
0
4
,
Z
°
O
)
(⑳
「
汝
謂
有
二
衆
生
司
此
即
悪
魔
見
。
唯
有
二
空
陰
聚
鱒
無
二
是
衆
生
者
叩
如
レ和
コ
合
衆
生
材
凶
世
名
レ是
為
レ
車
。
諸
因
縁
合
仮
名
為
二
衆
生
こ
雑
阿
含
経
巻
四
十
五
(
大
正
二
.
三
二
七
b
)
⑳
「
縁
起
な
る
が
故
に
無
dm
性
」
(
.
.
.
sv
a
b
h
�
v
e
n
a
n
a
v
id
y
a
te
,
p
ra
tity
a
,s
a
m
u
t-
p
a
n
n
a
tv
�
t.)
P
r
a
sa
n
n
a
p
a
d
�
p
.
4
4
0
,
Z1
.1
-
2
.
⑳
「
無
自
性
な
る
が
故
に
空
」
(
ta
c
�a
n
ih
sv
a
b
h
�
v
a
tv
a
c
s
u
n
y
a
m
)
一ぼ
傷
こ
℃
.5
0
0
,
ZZ
.1
5
-
1
6
.
⑳
陣ぼ
自
》゚
づ
.
3
7
3
,
ll
.9
-
1
0
°
⑳
只
碧
巴
8
に
対
す
る
梶
山
雄
一
博
士
の
訳
語
。
同
博
士
稿
「
中
論
に
お
け
る
無
我
の
論
理
」
(
中
村
元
博
士
編
「
自
我
と
無
我
」
所
収
)
、
四
八
一
頁
以
下
参
照
(⑳
大
智
度
論
巻
八
五
(
大
正
二
五
・
六
五
三
b
)
補
陀
落
渡
海
の
コ
ー
ス
と
そ
の
問
題
点
妹
尾
匡
海
日
本
に
お
け
る
補
陀
落
信
仰
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
成
田
俊
治
先
生
が
、
昭
和
三
十
三
年
に
「補
　
陀
落
信
仰
の
性
格
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
論
文
の
中
に
お
い
て
成
田
先
生
は
、
日
本
に
お
け
る
補
陀
落
信
仰
が
三
つ
の
発
展
段
階
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、
①
補
陀
落
浄
土
を
説
く
『
華
厳
経
』
等
の
輸
入
以
後
、
補
陀
落
山
を
一
種
の
他
界
浄
土
と
し
て
死
者
の
往
き
住
む
べ
き
菩
薩
世
界
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
段
階
。
②
那
智
山
を
補
陀
落
山
に
擬
し
、
観
音
の
所
住
地
と
し
て
現
世
利
益
的
霊
地
と
し
て
考
え
ら
れ
、
信
仰
さ
れ
て
来
た
段
階
。
③
こ
う
し
た
那
智
山
を
補
陀
落
山
と
考
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
す
す
ん
で
中
国
の
補
陀
落
